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文教警察委員会 保健福祉医療委員会

防災環境産業委員会土木企業委員会

営業戦略農林水産委員会 総務企画委員会

問　

今
般
、
県
の
障
害
者
雇
用
を

め
ぐ
り
、「
水
増
し
」
と
も
と
ら

れ
る
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

障
害
者
も
県
の
戦
力
と
し
て
、
積

極
的
に
雇
用
を
推
進
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答　

障
害
者
の
目
線
に
立
っ
た
、

あ
る
い
は
能
力
に
合
わ
せ
た
形
で
、

職
場
や
仕
事
を
積
極
的
に
見
つ
け

て
い
く
。
ま
た
、
障
害
者
が
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組

み
、
雇
用
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

問　

新
し
い
県
総
合
計
画
に
お
い

て
、
十
一
の
ゾ
ー
ン
を
新
た
な
地

域
区
分
と
し
て
設
け
た
考
え
方
は
。

答　

こ
れ
ま
で
は
五
つ
の
地
域
区

分
で
均
衡
あ
る
県
土
発
展
を
掲
げ

た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
個
性
あ
る
発
展
を
目
指
す
た
め

十
一
ゾ
ー
ン
を
提
案
し
た
。
今
後
、

ゾ
ー
ン
ご
と
に
市
町
村
と
の
意
見

交
換
を
行
い
、
将
来
の
発
展
の
姿

を
共
有
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
県
職
員
の
働
き
方
改

革
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
整
備

推
進
な
ど
も
質
問
）

問　

農
業
関
係
高
校
に
お
い
て
も

Ｇ
Ａ
Ｐ
※
を
推
進
す
べ
き
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答　

農
林
水
産
部
と
教
育
庁
が
協

力
し
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
関
す
る
説
明
会

や
現
場
指
導
を
行
う
ほ
か
、
教
員

の
Ｇ
Ａ
Ｐ
指
導
員
の
資
格
取
得
も

進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
、
県
Ｇ

Ａ
Ｐ
第
三
者
確
認
制
度
※
の
承
認

な
ど
を
目
標
に
、
生
徒
が
達
成
感

を
得
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

問　

県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
際
し
、

ど
う
印
象
付
け
を
行
う
の
か
。

答　

新
名
称「
イ
バ
ラ
キ
セ
ン
ス
」

と
し
て
十
月
二
十
五
日
に
新
装
開

店
す
る
が
、
県
の
絶
景
映
像
を
流

す
な
ど
目
を
引
く
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を

行
う
ほ
か
、
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種

を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
や
常
陸
牛
・

海
産
物
な
ど
を
ス
ト
ー
リ
ー
性
も

加
え
て
提
供
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
常
陸

牛
輸
出
促
進
、
ゴ
ル
フ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
活
用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

策
な
ど
も
質
問
）

問　

本
定
例
会
に
補
正
予
算
の
議

案
が
提
出
さ
れ
た
「
量
子
科
学
に

よ
る
革
新
的
産
業
創
生
・
専
門
人

材
育
成
事
業
」
の
狙
い
は
。　

答　

本
県
の
若
者
の
八
割
が
県
外

の
大
学
に
進
学
し
、
四
年
制
大
学

生
の
六
割
が
県
外
に
就
職
し
て
い

る
。
若
者
に
地
元
産
業
に
就
職
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
域
産
業

の
活
力
を
高
め
る
た
め
、
十
年
先

を
見
据
え
、
大
学
改
革
と
地
域
産

業
創
生
に
一
体
的
に
取
り
組
む
。

問　

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
※
の

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作

成
す
る
取
り
組
み
は
、
昨
年
の
九

月
頃
か
ら
開
始
し
、
約
四
千
人
に

広
が
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
、
こ

の
取
り
組
み
を
「
マ
イ
・
マ
ッ
プ

作
成
事
業
」
に
取
り
入
れ
、
当
初

の
計
画
を
前
倒
し
し
て
、
少
な
く

と
も
二
十
市
町
村
以
上
で
実
施
し

て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
就
職
支
援
奨
学
金
助

成
制
度
の
取
り
組
み
、
災
害
廃
棄

物
へ
の
対
応
強
化
な
ど
も
質
問
）

問　

建
設
業
界
の
育
成
の
た
め
、

今
後
さ
ら
に
行
政
の
積
極
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
県
と
し
て
の
対
応
は
。

答　

県
と
し
て
も
、
地
元
建
設
業

界
の
育
成
は
重
要
と
考
え
て
お
り
、

現
在
、
県
全
域
あ
る
い
は
地
域
ご

と
に
、
業
界
と
の
意
見
交
換
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
、
頻

度
を
上
げ
て
実
施
す
る
な
ど
、
よ

り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問　

霞
ヶ
浦
浄
水
場
に
導
入
さ
れ

る
新
し
い
高
度
浄
水
処
理
技
術
に

つ
い
て
、
今
後
、
他
の
浄
水
場
へ

導
入
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

答　

処
理
水
量
が
少
な
い
と
コ
ス

ト
の
低
減
効
果
が
低
く
、
費
用
対

効
果
の
面
で
新
技
術
の
導
入
は
難

し
い
。
他
の
浄
水
場
へ
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
霞
ヶ
浦
浄
水
場
で
の

実
用
化
後

の
効
果
な

ど
を
検
証

し
、
慎
重

に
研
究
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

新
東
町
体

育
館
付
近

の
沢
渡
川

緑
地
の
活

用
、
土
砂

災
害
へ
の

対
応
な
ど

も
質
問
）

問　

医
師
不
足
対
策
と
し
て
筑
波

大
学
と
の
連
携
だ
け
で
な
く
、
阿

見
町
の
東
京
医
科
大
学
茨
城
医
療

セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
す
べ
き
で
は
。

答　

東
京
医
科
大
と
は
深
い
つ
な

が
り
が
あ
り
地
域
枠
定
員
を
八
人

設
置
し
て
い
る
。
現
在
、
修
学
生

四
十
一
人
、
卒
業
し
た
県
内
勤
務

医
が
十
五
人
い
る
。
今
後
も
茨
城

医
療
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
連
携
を

強
化
し
、
こ
れ
ら
の
医
師
の
活
躍

に
よ
る
医
師
不
足
地
域
な
ど
で
の

医
師
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問　

県
立
中
央
病
院
で
は
、
県
内

で
活
躍
す
る
医
師
を
育
成
す
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
課
題
は
。

答　

地
域
医
療
を
理
解
し
現
場
対

応
能
力
に
優
れ
た
医
師
の
養
成
を

目
指
し
、
幅
広
い
診
療
科
や
地
域

の
医
療
機
関
で
の
研
修
を
行
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
研
修
医
を
確
保
す

る
た
め
、
研
修
内
容
や
施
設
な
ど

の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
ネ
ッ
ト
依
存
対
策
、
児

童
虐
待
防
止
対
策
な
ど
も
質
問
）

問　

県
立
高
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
リ
ー
ス
設

置
か
ら
、
県
費
に
よ
る
設
置
に
方

針
転
換
さ
れ
た
。
今
後
、
ど
の
よ

う
に
整
備
を
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
、
校
舎
の
耐
震
化

な
ど
を
優
先
し
て
き
た
が
、
厳
し

い
夏
の
暑
さ
や
国
の
基
準
見
直
し

も
あ
り
、
県
費
で
整
備
を
図
る
こ

と
と
し
た
。
リ
ー
ス
部
分
は
順
次

引
き
継
ぐ
な
ど
し
、
全
て
の
普
通

教
室
へ
の
設
置
を
進
め
て
い
く
。

問　

駐
在
所
は
、
住
民
に
と
っ
て

安
全
安
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

駐
在
所
を
維
持
し
、
若
い
警
察
官

の
勤
務
経
験
を
増
や
す
な
ど
充
実

を
図
る
べ
き
だ
が
、
所
見
は
。

答　

夜
間
や
初
動
体
制
の
強
化
の

た
め
、
交
番
新
設
、
駐
在
所
の
大

型
化
な
ど
再
編
を
進
め
て
き
た
。

一
人
で
地
域
の
治
安
を
担
う
駐
在

所
員
に
は
若
い
優
秀
な
警
察
官
を

配
置
す
る
な
ど
、
今
後
も
地
域
住

民
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
障
害
者
の
雇
用
、
災

害
時
の
警
察
対
応
な
ど
も
質
問
）

ことば ※【マイ・タイムライン】…風水害のときに、個人が避難するために取るべき行動を時系列にまとめたもの。
※【GAP】…Good Agricultural Practice。農業において、食品安全、環境保全などを確保するための生産工程管理の取り組み。
※【県ＧＡＰ第三者確認制度】…東京オリンピック・パラリンピックへの食材提供のため、県が生産者のＧＡＰの取り組み内容を確認し、承認する制度。

県総合計画に新設された地域区分

専門人材育成のイメージ
（茨城大学大学院理工学研究科の実習風景）

県立中央病院で研修する若手医師

県と建設業界との意見交換

エアコン設置を進め教育環境の充実を

「イバラキセンス」内観イメージ

常任委員会の審査から
教
員
の
育
成
や
県
の
確
認
制
度
の
活
用
を
推
進
す
る

農
業
関
係
高
校
に
お
け
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
教
育
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

※
黄
色
い
線
で
囲
ま
れ
た

　
十
一
の
ゾ
ー
ン

障
害
者
の
目
線
に
立
っ
て
雇
用
を
拡
大
し
て
い
く

県
の
障
害
者
雇
用
推
進
に
向
け
た
今
後
の
対
応
は

大
学
改
革
と
地
域
産
業
創
生
を
図
る

量
子
科
学
に
よ
る
革
新
的
産
業
創
生
・
専
門
人
材
育
成
事
業
の
狙
い
は

業
界
と
の
意
見
交
換
を
実
施
し
て
い
る

建
設
業
の
育
成
に
向
け
た
県
の
対
応
状
況
は

県
費
に
よ
る
全
て
の
普
通
教
室
へ
の
設
置
を
進
め
る

県
立
高
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
方
針
は

さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
よ
り
、
県
内
の
医
師
確
保
に
つ
な
げ
た
い

医
師
確
保
に
係
る
東
京
医
科
大
茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
は


